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検査内容変更のご案内 
 

 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、下記の項目におきまして、検査内容を変更させていただきますのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 
 
 
 
《変 更 日》    平成 22年 7月 1日（木）受付分より 
 
 
《変更項目》  

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 

検査項目名称  

5976 HLA-ＤＮＡタイピング A 

5977 HLA-ＤＮＡタイピング B 

5868 HLA-ＤＮＡタイピング C 

2716 HLA-ＤＮＡタイピング DRB1 

2709 HLA-ＤＮＡタイピング DQA1 

2715 HLA-ＤＮＡタイピング DQB1 

P.53 

 

 

2717 HLA-ＤＮＡタイピング DPB1 

※ その他の検査内容に変更はございません。    

 
 
《変更理由》    ＨＬＡアリルの新規登録が盛んに行われ、従来の命名規則では表記が困難 
           になったため 
  
 

《新しい命名規則の例》    次頁参照   
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1.コード・アサインメントの間をコロン（：）で区切る。 

 

                        既存の 0は省略しない 

        

                              

ＨLA-A＊01010102Ｎ → HLA-A*01：01：01：02Ｎ 
 
 
                   
                 半角コロンで区切る     接尾語（N, L, S, Q, C, A） 
         
 
 
 
・99の次は100,101,102・・・・と続く ex.HLA-A*24:99, A*24:100, A*24:101・・・・ 
・HLA- A* 9201は A*02:101・・・・,HLA-B*9501はＢ*15:101・・・・と続く 

（A*02:100, Ｂ*15:100欠番）
 ・DPB1は全て改名   
ex.HLA-DPB1*0102 → DPB1*100:01,DPB1*0203 → DPB1*101:01 etc 

 
 
2.HLA-Cの‘w’は取り除く。抗原名表記は‘w’を除かない。 
  ex.HLA-C*03:03:01, HLA-Cw9 etc 
 

日本組織適合性学会ＨＰより一部転載 
 
 なお、詳細に関しましては日本組織適合性学会ホームページ http://jshi.umin.ac.jp/ をご覧ください。 
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